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月
17
日
開
催
の
臨
時
町
議
会
で
、

　
　

吉
田
茂
氏
の
副
町
長
選
任
が
同

意
さ
れ
、
同
日
付
で
副
町
長
に
就
任

　

し
ま
し
た
。

５

吉
田  

茂
氏
が
再
任

副
町
長
に

　「活力ある町づ

くりために、微力

ではありますが、

がんばります。町

民の皆さまよろし

くお願いします。」

　
　

17
日
開
催
の
臨
時
町
議
会
で
、

　
　

綱
嶋
勉
氏
の
教
育
委
員
任
命
が

同
意
さ
れ
、
教
育
委
員
会
の
任
命
を

　

得
て
、
５
月
18
日
付
け
で
新
し
く
教

育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

５

綱
嶋  

勉
氏
が
就
任

綱嶋  勉教育長

教
育
長
に

　「洞爺湖町の教

育長に就任しまし

た。郷土を愛する、

人間性豊かな人材

の育成をめざして

がんばります。ご

支援よろしくお願

いします。」

吉田  茂副町長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

洞
爺
湖
町
長　

真　

屋　

敏　

春

　

私
は
、
4
月
11
日
実
施
さ
れ
た
洞
爺
湖
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
よ
り
温
か
い
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
い
た
だ
き
、
町
政
の
重
責
を
担
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
使
命
の
重
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

前
町
長
が
取
組
ん
だ
洞
爺
湖
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
継
承
し
つ
つ
、
一
刻
も
早
い
早
期
健

全
化
団
体
か
ら
の
脱
却
を
当
面
の
最
優
先
課
題
と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
取
組
ん
で
行
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
洞
爺
湖
町
民
が
安
心
し
て
住
め
る
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
福
祉
の

充
実
は
も
と
よ
り
基
幹
産
業
で
あ
る
、
農
業
、
漁
業
、
観
光
業
の
活
力
あ
る
発
展
と
三
者

に
よ
る
有
機
的
な
結
び
つ
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
深
め
、
多
く
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
一
致
協
力
で
成
し
遂
げ
た
2
0
0
0
年
有
珠
山
噴
火
災
害
か
ら
の

復
興
。
ま
た
新
町
洞
爺
湖
町
と
し
て
の
基
盤
を
つ
く
り
あ
げ
、
国
内
外
か
ら
の
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
た
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
の
「
お
も
て
な
し
」
の
取
組
み
な
ど
、
住
民

一
丸
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
着
実
な
前
進
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
昨
年
8
月
に
は
、
国
内
初
と
な
る
洞
爺
湖
・
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
が
実
現
し
、
世
界
的
知
名
度
が
高
ま
り
、「
北
海
道
洞
爺
湖
」の

ブ
ラ
ン
ド
化
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
洞
爺
湖
温
泉
の
誕
生
1
0
0
年
に
当
た
り
ま

す
。
世
界
も
認
め
る
洞
爺
湖
の
こ
の
地
を
国
内
外
に
ア
ピ

ー
ル
し
、
洞
爺
湖
町
が
大
き
く
飛
躍
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

　

風
光
明
媚
で
豊
か
な
食
材
に
あ
ふ
れ
、
地
球
の
息
吹
を

ま
じ
か
に
感
じ
ら
れ
る
恵
ま
れ
た
郷
土
の
す
ば
ら
し
さ
を

再
発
見
し
、
に
ぎ
や
か
さ
を
も
う
一
度
取
り
戻
せ
る
よ
う

に
、
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

真屋敏春町長
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洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
0
」

　
　

（
室
蘭
陸
上
競
技
協
会
、
北
海

道
新
聞
な
ど
主
催
）
が
５
月
23
日
、

昨
年
の
最
多
参
加
者
を
5
2
3
人
上

回
る
5
、
8
8
3
人
が
参
加
し
て
湖

畔
遊
歩
道
広
場
を
会
場
に
開
か
れ
ま

し
た
。

　

今
年
も
道
外
か
ら
、
遠
く
は
九
州
、

沖
縄
な
ど
7
5
3
人
が
出
場
。

　

最
高
齢
参
加
者
は
、
男
子
が
昨
年

に
引
き
続
き
10
㌔
に
出
場
し
た
後
藤

武
夫
さ
ん
（
90
歳
）
さ
ん
で
、
女
子
は

５
㌔
出
場
の
松
本
あ
い
子
さ
ん
（
77

歳
＝
名
寄
走
う
会
）で
す
。

　

当
日
は
、
早
朝
雲
っ
て

マ
ラ
ソ
ン
日
和
と
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
レ
ー
ス
開
始

時
に
は
、
晴
天
と
な
り
、

ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
は
過

酷
な
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
は
、
午
前
８

時
50
分
の
親
子
２
㌔
を
皮

切
り
に
、
薫
風
の
洞
爺
湖

を
感
じ
な
が
ら
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
、
10
㌔
、
５
㌔
の
そ

れ
ぞ
れ
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
て
い
き
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
と
し
て
２
㌔
コ

ー
ス
に
は
、
堀
井
学
北
海

道
議
会
議
員
と
ス
キ
ー
ジ

ャ
ン
プ
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト

　

船
木
和
喜
さ
ん
が
参
加
し
て
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

２
㌔
親
子
で
は
、
函
館
か
ら
参
加

し
た
西
川
貴
博
さ
ん
と
吹
雪
く
ん
の

親
子
が
３
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
の
男
子
総
合
優
勝
は
、

東
京
都
の
大
学
院
生
斉
藤
太
一
さ
ん

（
だ
せ
わ
ク
ラ
ブ
）
で
、
大
会
記
録

を
２
分
３
秒
上
回
る
２
時
間
22
分
41

秒
で
、
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

「
半
ば
ぐ
ら
い
で
タ
イ
ム
が
出
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
れ

か
ら
記
録
を
意
識
し
た
」
と
新
記
録

を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
女
子
は
、
昨
年
９
連
覇
を
阻
止

さ
れ
た
太
田
尚
子
さ
ん
が
そ
の
リ
ベ

ン
ジ
を
果
た
し
優
勝
し
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
虻
田
、
洞
爺
高
校
生

や
多
く
の
地
域
住
民
ら
が
給
水
や
誘

導
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、

絶
景
の
洞
爺
湖
を
疾
走
す
る
ラ
ン
ナ

ー
一
人
ひ
と
り
に
、
激
励
の
声
援
と

拍
手
を
送
り
続
け
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
温
泉
誕
生
1
0
0

年
記
念
と
し
て
、
温
泉
飲
食
店
組
合

が
、
神
内
フ
ァ
ー
ム
の
あ
か
毛
和
牛

を
使
用
し
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
ビ
ー

フ
カ
レ
ー
を
販
売
。
商
工
会
の
青
年

部
と
婦
人
部
も
露
天
を
開
き
、
地
場

産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

「

　
　

月
16
日
第
２
回
と
う
や
湖
縄
文

　
　

ま
つ
り
（
同
実
行
員
会
主
催
）

が
、
入
江
貝
塚
公
園
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
７
月
開
催
さ
れ
た
縄
文
シ
テ

ィ
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
開
か
れ
、

今
年
も
町
内
や
周
辺
市
町
か
ら
約

2
0
0
人
が
参
加
し
、
縄
文
人
の
暮

ら
し
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ア
フ
リ
カ
太
鼓
「
ト
ヤ

ト
ヤ
」
の
皆
さ
ん
の
楽
し
い
演
奏
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
火
お
こ
し

や
カ
ツ
ラ
の
枝
を
削
っ
て
の
は
し
作

り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
シ
ャ
ケ
や
ホ
タ
テ

な
ど
が
入
っ
た
味
噌
仕
立
て
の
縄
文

鍋
が
振
舞
わ
れ
、
お
い
し
い
笑
顔
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
柳
で
作
っ
た
弓
で

矢
の
飛
距
離
を
争
う
縄
文
選
手
権
大

会
や
縄
文
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、
参
加

し
た
子
ど
も
ら
は
、
縄
文
の
く
ら
し

に
一
日
ひ
た
り
ま
し
た
。

　

前
日
15
日
に
は
、
ア
プ
タ
フ
レ
ナ

イ
会
の
主
催
で
、
大
島
直
行
さ
ん

（
伊
達
噴
火
湾
文
化
研
究
所
長
）
の

縄
文
講
演
会
「
縄
文
時
代
に
女
神
が

い
た
か
」
を
開
催
し
、
土
偶
が
女
神

な
の
か
ど
う
か
を
、
い
ろ
ん
な
文
献

を
紹
介
し
な
が
ら
ひ
も
解
き
ま
し
た
。

5

過去最多5883人エントリー過去最多5883人エントリー過去最多5883人エントリー

薫風感じ洞爺湖畔を快走薫風感じ洞爺湖畔を快走薫風感じ洞爺湖畔を快走

縄
文
の
暮
ら
し
実
感

第
２
回
縄
文
ま
つ
り

快晴の中、スタートを切るランナーたち快晴の中、スタートを切るランナーたち快晴の中、スタートを切るランナーたち

火おこしに挑戦する子どもたち火おこしに挑戦する子どもたち

縄　文　講　演　会縄　文　講　演　会

火おこしに挑戦する子どもたち

縄　文　講　演　会
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成
15
年
５
月
１
日
施
行
さ
れ
た

　
　

健
康
増
進
法
で
は
、
多
数
の
者

が
利
用
す
る
、
公
共
施
設
や
病
院
、

集
会
場
な
ど
に
つ
い
て
は
「
受
動
喫

煙
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
25
日
付
け
の
厚
生
労
働

省
健
康
局
通
知
で
、
多
数
の
者
が
利

用
す
る
公
共
的
な
空
間
は
、
原
則
と

し
て
前
面
禁
煙
（
屋
内
）
で
あ
る
べ

き
で
、
①
全
面
禁
煙
を
行
っ
て
い
る

場
所
は
そ
の
旨
を
表
示
し
、
周
知
を

は
か
る
②
来
客
者
等
に
も
理
解
と
協

力
を
求
め
る
と
し
、
受
動
喫
煙
防
止

対
策
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
を
進
め

る
よ
う
記
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

1
9
7
0
年
代
に
嫌
煙
権
と
い
う

言
葉
が
禁
煙
を
進
め
る
市
民
運
動
の

中
の
か
ら
起
こ
り
、
そ
の
後
タ
バ
コ

を
吸
わ
な
い
ま
わ
り
の
人
に
も
、
健

康
被
害
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
平
成
14
年
に
こ
の
受
動
喫
煙
の

防
止
を
明
記
す
る
健
康
増
進
法
が
法

制
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
社
会
教
育
施
設
の
多
く
は
、

こ
れ
ま
で
施
設
内
禁
煙
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受

け
て
、
６
月
1
日
よ
り
新
た
に
各
集

会
所
施
設
な
ど
も
施
設
内
禁
煙
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
受
動
喫
煙
の
煙
に
は
、
ニ
コ
チ
ン

　

や
一
酸
化
炭
素
な
ど
の
有
害
科
学

　

物
質
は
発
が
ん
性
が
あ
る
科
学
物

　

質
が
含
ま
れ
て
い
て
、
受
動
喫
煙

　

に
よ
る
健
康
へ
の
悪
影
響
は
科
学

　

的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
た
と
え
喫
煙
者
が
一
人
で
あ
っ
て

　

も
、
そ
の
一
人
の
た
ば
こ
の
煙
に

　

多
く
の
非
喫
煙
者
が
影
響
を
受
け

　

ま
す
。

・
受
動
喫
煙
に
よ
り
、
せ
き
、
く
し

　

ゃ
み
、
目
の
痛
み
、
頭
痛
な
ど
が

　

　

症
状
と
し
て
現
れ
ま
す
。

・
妊
婦
が
た
ば
こ
の
煙
を
す
わ
さ
れ

　

た
場
合
、
胎
児
に
運
ば
れ
る
酸
素

　

量
が
減
る
た
め
、
胎
児
の
発
育
が

　

悪
く
な
る
な
ど
の
影
響
が
報
告
さ

　

れ
て
い
ま
す
。

・
親
の
受
動
喫
煙
に
よ
り
、
こ
ど
も

　

の
咳
・
た
ん
な
ど
の
呼
吸
器
症
状

　

や
呼
吸
器
機
能
の
発
達
に
影
響
が

　

あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
心
疾
患
や
発
ガ
ン
の
リ
ス
ク
上
昇

　

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

平

健康増進法

受動喫煙による健康影響

　学校、体育館、病院、劇場、観覧場、集会

場、百貨店、事務所、官公庁施設、飲食店そ

の他の多数の者が利用する施設者は、これら

を利用する者について、受動喫煙（室内又は

これに準じる環境において、他人のたばこの

煙をすわされることをいう。）を防止しする

ために必要な措置を講ずるように努めなけれ

ばならない。

受動喫煙の防止
（平成15年5月1日施行）

集会所施設等集会所施設等が施設内禁煙実施施設内禁煙実施集会所施設等集会所施設等が施設内禁煙実施施設内禁煙実施集会所施設等が施設内禁煙実施

6月1日から

受
動
喫
煙
防
止
の
必
要
性

厚生労働省ホームページ抜粋

成　人

確実なもの 可能性のあるもの

肺がん、虚血性
心疾患、副鼻腔
がん

子宮頸がん、気
管支喘息の悪化、
呼吸機能の低下

低体重出生、早
産、周産期死亡、
妊婦・分娩合併
症、乳幼児突然
死症候群

自然流産、先天
異常、出生時の
認識や行動の障
害、小児がん

低体重出生 自然流産

呼吸器感染症
（肺炎や気管支
炎など）、気管
支喘息の発病と
悪化、中耳炎、
慢性の呼吸器症
状、乳幼児突然
死症候群

呼吸機能の低下

子　供

胎　児
（妊婦本人の
　喫煙）　　

胎　児
（妊婦以外の
周囲の喫煙）
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公共施設の禁煙、分煙にご協力ください
6月1日から各集会所が施設内禁煙となりました。以前から禁煙と

している公共施設も含めて一覧にまとめました。町民皆さんのご

協力をお願いします。

 この受動喫煙は、たばこの先から立ち上る煙、

喫煙中に落下した燃えた状態の火種、喫煙者から

吐き出される息から出る煙、投棄された吸殻から

立ち上る煙など目に見える煙だけからもたらされ

るわけではありません。喫煙後も喫煙者からは長 

時間にわたって有害物質が吐き出され続け、衣服

に付着した有毒物質、タバコの

煙にさらされた顔や手からも有

害物質が排出され、周辺の人、

動物植物に対しても深刻な害を

与え続けることになります。

受動喫煙とは

とうや湖コミュニティーセンター・花和集会所・

月浦集会所・高砂集会所・入江集会所・泉集会所

・洞爺湖温泉中央集会所・赤川集会所・青葉集会

所・本町３区集会所・入江４区集会所・清水集会

所・あぶたコミュニティーセンター・泉公園通り

集会所・コスモス団地集会所・のぞみ団地集会所

・ひまわり団地集会所・本町生活館・曙会館・財

田集会所・香川母と子の家・大原ふるさと会館・

なるか愛郷の家・富丘集会所

あぶた体育館・虻田テニスコート・町民プール

いきがい交流センター・各保育所

虻田火葬場

集 会 施 設

体 育 施 設

社 会 教 育 施 設

保 健 施 設

社 会 福 祉 施 設

そ の 他 の 施 設

学 校

役 場 庁 舎 な ど

社 会 教 育 施 設 洞爺総合センター

全中学校、全小学校・虻田給食センター・洞爺給

食センター

役場本庁舎・温泉支所・洞爺総合支所・洞爺湖消

防署・同温泉分署・同洞爺支署

洞爺湖文化センター・ふれ合いセンター・母と子

の館・文化交流会館・入江貝塚館・郷土資料館・

あぶた読書の家・みずうみ読書の家・洞爺公民館

健康福祉センターさわやか・同センター「別館」

・洞爺ふれ愛センター

全　
　

面　
　

禁　
　

煙　
　

施　
　

設

分
煙
化
施
設
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温小４年生
総合学習で有珠山観察

今年も観光朝市オープン
新鮮で格安な野菜や山菜提供

「大きく育ってね」
温小１、２年生ヒメマス放流

噴火遺構で石ころビンゴ
いろんな石の発見に一喜一憂

　　山の噴火などで地球の中から出てきた石を、ビンゴゲ

　　ームをしながら集める「石ころビンゴ」（洞爺湖ビジ

ターセンター主催）が、金比羅災害遺構公園で行われ、親

子づれ９人が参加し、ゲームを楽しみながら噴火について

考えました。

　ビンゴカードのように、赤い石、水に浮く石などと書い

たカードを手にし、それに合う石を歩きながら探していく

ゲーム。砂防施設や町営温泉、公営住宅の遺構の説明を聞

きながら、いろいろな色や形、重さの石をビンゴになるよ

うに探しました。

子どもらは、カー

ドと同じ石を見つ

けるたび歓声をあ

げ、大人たちは

「いつも何気無く

みていたけどいろ

んな石があった」

と新しい発見に喜

んでいました。

火

　　爺湖温泉小学校の４年生の児童（８人）が、５月１2日

　　総合学習の一環で、「春先の火山を見てみよう」と、

有珠山の西山火口南口から散策路を歩き、火口を観察しま

した。

　この学習は、夏は洞爺湖、秋は実り、冬は雪など四季

折々をテーマにそって体験していくもので、年間105時間

組まれています。

　この日は、南口の駐車場で、環境省洞爺湖自然保護官事

務所の加藤さんと浅田さんの指導で、コーラを使って噴火

の仕組みを再現する実験を行い、マントルが溶け出し、マ

グマだまりができ噴火する工程を、図表を見ながら全員で

確認しました。

このあと、と

うやこ幼稚園

の遺構を通り

噴火火口まで

歩き、火山の

脅威について

実感しました。

洞

　　内の地場

　　産品や特

産物を格安に

提供する第33

回洞爺湖観光

朝市（観光朝

市協議会＝岡

崎進会長）が、

洞爺湖遊歩道

駅前桟橋前の特設会場で、５月16日オープンし、春の新

鮮な野菜などが並びました。

　初日には、アスパラ、ウド、フキ、タケノコなどのもぎ

たての春野菜や新鮮な山菜が市価よりも安く提供され、地

域住民やホテル宿泊客などで賑わいました。

　同朝市は、９月20日までの毎週日曜日の午前６時～８

時までの開催で、これからも季節に合わせた新鮮な地元の

野菜や特産品が提供されます。

町

　　爺湖漁業

　　協同組合

（篠原功組合

長）が、湖の

豊かな自然に

触れてもらお

うと毎年実施

している、温

泉小の児童を

招いてのヒメ

マス放流が、

５月24日行

われました。

　この日、参

加したのは温泉小１、２年生21人で、４カ月間で約５セ

ンチに育ったヒメマス５千匹とサクラマス１万５千匹の稚

魚を放流。

　コップに移し変えた稚魚を「大きく育ってね」との願い

をこめて、児童らは月浦の湖畔から放流しました。

　同組合では、今年全体でヒメマス３万匹、桜マス５万匹

の計８万匹を３カ所で放流しました。

洞
噴火遺構を歩く温泉小の児童たち噴火遺構を歩く温泉小の児童たち噴火遺構を歩く温泉小の児童たち

石ころを見つけて確認する子どもたち石ころを見つけて確認する子どもたち石ころを見つけて確認する子どもたち

コップに入れた稚魚を放流する温小児童たちコップに入れた稚魚を放流する温小児童たちコップに入れた稚魚を放流する温小児童たち

多くの人が押し寄せた洞爺湖観光朝市多くの人が押し寄せた洞爺湖観光朝市多くの人が押し寄せた洞爺湖観光朝市
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　　どもの日の恒例行事「トーヤこどもの日2010」が、

　　５月５日町内岩屋のネイパル洞爺で行われました。

　ゴールデンウィークいうことで、町内や周辺だけでなく、

ドライブがてらの行楽客なども立ち寄り、親子連れら約

400人が、楽しい休日を過ごしました。

　当日は、屋外、体育館、屋内会場、屋外会場に分かれ、

輪投げ、スーパーボールすくいなどのこども屋台コーナー

やウチダザリガニの展示などの自然体験コーナー、竹馬や

火こしのチャレンジコーナー、丸田切り体験コーナーなど

盛りだくさんの遊びに子供たちは夢中。高さ25㍍まで上

がるはしご

車試乗には、

長蛇の列が

でるほどの

大人気で、

ゴールデン

ウィークの

休日を満喫

していまし

た。

　　月14

　　日洞

爺協会病

院（後藤

義朗院長）

の３階エ

ントラン

スホール

で、歌や

演奏で楽

しむ春風コンサートが開かれ、入院患者らを励ましました。

　ナイチンゲールの誕生日５月12日を記念してできた、

看護週間（５月10～14日）にちなんで同週間実行委員会

が毎年開催している演奏会。

　オープニングは後藤院長の尺八演奏で、引き続き看護師

さんのピアノ演奏、歌友会の皆さんの歌が披露され、最後

に患者を代表して渡邊修さんがカラオケを歌い、元気な声

を館内に響かせました。同週間には、患者さんの絵画展や

栄養士・薬剤師による相談会、健康相談会なども開かれ、

健康増進をアピールしました。

　　国語指導助手（ＡＬＴ）のハレル・メゲンさんが、５

　　月９日苫小牧市で開かれた第６回北海道春季ノーギア

ベンチプレス選手権大会女子75㌔級で、自己最高の55㌔

を挙げ、公式戦のデビューを優勝で飾りました。

　メゲンさんは、アメリカ在住中から趣味で、ウェートト

レーニングを始め、１年半前に苫小牧パワーリフティング

協会洞爺湖町支部（川越和彦支部長）に入会し、本格的な

指導を受け、実力をあげてきました。

　「失敗しなくて良かった。次は70㌔をクリアしたい」

と早くも

次の挑戦

に向って

練習に励

んでいま

す。

親子で春を探して食べる
よもぎパンとよもぎ白玉団子づくりに挑戦

ベンチプレスの大会で55㌔クリア
ALTのハレル・メゲンさん初優勝

協会病院で春風コンサート
歌や演奏で元気をプレゼント

盛りだくさんの遊びでこどもの日を満喫
ネイパル洞爺の恒例行事

こ

外

　　がとけ、

　　地面から

続々植物が顔

を出し始める

この時期に、

春を感じなが

ら親子で楽し

もうと、５月１日洞爺財田自然体験ハウスで、自然ふれあ

い行事「よもぎを食べよう」（同自然体験ハウス主催）が

開かれました。

　当日は、親子連れ16人が参加して、体験ハウス周辺で

摘んできたよもぎを使って、よもぎパンとよもぎ白玉団子

づくりに挑戦しました。

　参加した子どもらは、真剣な表情で、レシピの説明を聞

き、お母さんの手を借りながらも小麦粉を混ぜる作業や手

でこねる作業などを自分たちで行い、パンと白玉団子を完

成させました。

　体験ハウス内にある水車小屋に移動して、ふわふわに仕

上がったパンと餡やきなこを付けた白玉団子を試食し、春

の匂いを体験しました。

雪

５

楽しくパン作りに挑戦する親子づれ楽しくパン作りに挑戦する親子づれ楽しくパン作りに挑戦する親子づれ

あん

次の目標に向けて練習に励むメゲンさん次の目標に向けて練習に励むメゲンさん次の目標に向けて練習に励むメゲンさん

入院患者を元気づける春風コンサート入院患者を元気づける春風コンサート入院患者を元気づける春風コンサート

大人気の消防はしご車の試乗会大人気の消防はしご車の試乗会大人気の消防はしご車の試乗会
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■所得割の軽減

◆被用者保険の被扶養者だった方の軽減

◆単身世帯(世帯主)の場合
◆夫婦２人世帯 (２人とも加入者 ) で、
　妻の年金収入が80万円以下の場合

●加入者個人の所得で判定します。

■保険料の減免
　災害などで重大な損害を受けたときや失業その他特別な事

情で、生活が著しく困窮し、保険料の納付が困難な方につい

ては、保険料が減免となる場合があります。

　詳しくは、洞爺湖町住民課国保医療係へ問合わせください。

■年間保険料額の例　（年金収入のみの例）
　例として掲載したもので、世帯区分や年金以外の所得などにより、実際の年間保険料額は異

なります。

　この制度に加入したとき、サラリーマンなどの健康保険の被扶養者だった方は、所得割はか

からず、均等割が９割軽減となります。市町村国保や国民健康保険組合は除きます。

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方

軽減割合

５割軽減

所得が次の金額以下の方

９割軽減（年額４，４００円）均　等 かかりません所得割

問　合　せ　先

北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060－0062札幌市中央区南２条西14丁目国保会館6階
　　　☎011‐290‐5601

洞爺湖町住民課国保医療係
☎0142‐74‐3002

平成22年度

年間 保険料

均等割

軽　減

区

分

所得割

軽　減
年金収入

80万円

153万円

168万円

180万円

211万円

250万円

４，４００円

４，４００円

６，６００円

６，６００円

１４，３００円

６，６００円

３５，９００円

２２，０００円

６５，１００円

３５，３００円

１４３，９００円

４４，１００円

夫

妻

夫

妻

夫

妻

夫

妻

夫

妻

夫

妻

９割

９割

8.5割

8.5割

8.5割

8.5割

５割

５割

２割

２割

５割

５割

５割

平成22年度

年間 保険料

均等割

軽　減

所得割

軽　減
年金収入

４，４００円

６，６００円

１４，３００円

49，2００円

74，0００円

１４３，9００円

8０万円

153万円

168万円

180万円

211万円

250万円

９割

8.5割

8.5割

２割

５割

５割

５割
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後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ

75歳以上の方と65歳～74歳で一定の障がいのある方が対象

平成22年度の保険料
■平成22・23年度の保険料率

■保険料の軽減

平成22年度の保険料額は、７月に個別にお知らせします

保険料のお支払い方法を、口座振替に変更できます

■平成 3年度の保 料率

+

－

＝
均  等  割

◆均等割の軽減(年額)

４４，１９２円

【１人当たりの額】

所  得  割 １年間の
保険料

１０．２８％

【本人の所得に応じた額】
(所得－33万円)×

(100円未満切捨て)

●１年間の保険料の上限額は50万円です。

●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

　後期高齢者医療制度では、２年ごとに保険料率を決めて

おり、平成22・23年度は新しい保険料率になります。

●軽減は、加入者と世帯主の所得の合計で判定します。

●加入者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

33万円かつ加入者全員が年金収入
80万円以下で他の所得がない

９割軽減 ４４，１９２円

33万円

※単身世帯の方は該当しません。

８.５割軽減 ４４，１９２円

33万円＋(24万５千円×世帯主以外
の加入者数) 

５割軽減 ４４，１９２円

33万円＋(35万円×世帯の加入者数) ２割軽減 ４４，１９２円

４，４００円

６，６２８円

２２，０９６円

３５，３５３円

軽減前(年額) 軽減後(年額)軽減割合所得が次の金額以下の世帯

（例）年金収入１６８万円の１人世帯の軽減判定の所得の求め方

口座振替への変更をご希望される方は、お住まいの市町村の後期高齢者医

療制度担当窓口へお申し出ください。

【お申し出の際に必要なもの　～　本人の保険証、預金通帳とお届け印 】

168万円
（年金収入）

－ 15万円※

（特別控除額）
＝ 33万円 8.5割

軽　減（軽減判定の所得）
120万円

（公的年金等控除額）

※65歳以上の方の公的年金に係る所得については、さらに１５万円を引いた額で判定
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法
投
棄
に
対
し
て
、

警
察
機
関
と
も
協
力
し
て
厳
し
く
対

処
し
ま
す
。
誰
か
が
片
付
け
る
だ
ろ

う
と
軽
い
気
持
ち
で
捨
て
た
結
果
、

と
て
も
厳
し
い
罰
則
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。
違
反

者
に
は
５
年
以
下
の
懲

役
、
ま
た
は
1
、
0
0

0
万
円
以
下
の
罰
金
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
発
見
し

た
場
合
は
、
役
場
環
境

課
（
☎
74
‐
3
0
0
6
）

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

き
れ
い
な
自
然
を
守

る
た
め
に
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

不 不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

後絶たぬ不法投棄
家庭ゴミ・廃タイヤ・大型ゴミなど家庭ゴミ・廃タイヤ・大型ゴミなど家庭ゴミ・廃タイヤ・大型ゴミなど

地上デジタル放送相談会・説明会開催
　　ナログ放送から、地上デジタル放送への移行

　　が、1年余りに迫ってきました。

　2011年（平成23年）の７月24日までにアナロ

グテレビ放送は完全に停波します。

　現在のテレビでの視聴は、2011年（平成23

年）6月30日までで、7月1日から完全停波の24日

までは、地上デジタル放送移行のお知らせ画面な

どによる放送になる予定ですので、注意してくだ

さい。

　総務省テレビ受信者支援センター（略デジサ

ポ）では、地域ごとに受信相談受付のための電話

番号を設置し、説明会や相談会を開くなど、これ

から地デジに関する質問や相談体制を強化してい

きます。

　地デジに関してわからないことなど、気軽に問

合せください。

●受信相談受付電話番号

　＜デジサポ道央＞　☎011‐351‐1155

　　　　●地デジ相談会・説明会

■日　時　６月16日(水)・6月18日(金）

　　　　　・相談会(個別対応)／９:00～

　　　　　　12:00・14:30～16:30

　　　　　・説明会／13:00～14:00

■場　所　・室蘭市文化センター

　　　　　・中小企業センター

■問合せ　デジサポ道央相談会グループ

　　　　　☎011‐271‐3825

　洞爺湖の自然公園を美しくす

る会では、宝くじの助成金で草

刈機の整備をいたしました。

　この事業は、自治総合センタ

ーが全国自治宝くじの普及広報

事業費として受入れる受託事業

収入を財源として、住民のコミ

ュニティ活動を促進し、その健

全な発展を図るとともに宝くじ

の普及広報を目的に行われてい

ます。

　今回の草刈機の整備によって、

地域住民のふれ合いの場であり

コミュニティー活動の場である

各地区の公園の美化・緑化に寄

与しています。

宝くじは広く社会に
役立てられています

ア

宝くじで整備した草刈機宝くじで整備した草刈機宝くじで整備した草刈機

後を絶たないごみの不法投棄後を絶たないごみの不法投棄後を絶たないごみの不法投棄
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　平成22年度予算が３月開催された西胆振消防組合議会定例会で議決されました。
歳入では、グラフのとおり、歳入に占める割合がもっとも大きいのが消防負担金で、構成４市町の規模（人口割、
財政割）及び均等割により負担率が決められています。
　歳出では、グラフのとおり給与費がもっとも大きく、その他の歳出は主に消防本部、各消防署（支署）の活動経
費に充てられます。
　西胆振消防組合予算概要については、西胆振消防本部総務課（☎0142-21-5000）まで問い合わせてください。

議会費

消防費

0.04%
監査委員費

0.03%
公債費

6.13%

予備費

0.10%

20.57%

歳出合計

15億4804万4千円

給与費

73.13%

消防負担金

95.57%

使用料及び

手数料

0.04%

道支出金

0.93%

財産収入

0.09%

繰入金

2.06%

繰越金

0.19%

諸収入

1.12%

歳入合計

15億4804万4千円

【歳入】………………1,548,044千円
　１、消防負担金……1,479,459千円
（内訳）伊達市…………705,250千円
　　　　洞爺湖町………397,440千円
　　　　豊浦町…………224,583千円
　　　　壮瞥町…………152,186千円
　２、使用料及び手数料……600千円
　３、道支出金………… 14,330千円
　４、財産収入……………1,418千円
　５、繰入金…………… 31,857千円
　６、繰越金………………3,000千円
　７、諸収入…………… 17,380千円
【歳出】………………1,548,044千円
　１、議会費…………………648千円
　２、監査委員費……………384千円
　３、消防費……………318,476千円
　４、給与費…………1,132,056千円
　５、公債費…………… 94,877千円
　６、予備費………………1,600千円
　 

西胆振消防組合平成22年度予算概要

洞爺湖消防署（☎76-2119）・温泉分署（☎73-1119）・洞爺支署（☎87-2119）　『火災・救急・救助 119 番』

消
防
だ
よ
り

洞
爺
湖
消
防
団
の

実
践
訓
練
が
行
わ
れ
る

　
　

爺
湖
消
防
団
（
団
長
寺
嶋
勉
）　

　
　

の
実
践
訓
練
が
、
洞
爺
地
区
、
泉

地
区
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
恒
例
の
春
季
消
防

演
習
に
代
え
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
洞
爺
地
区
で
は
４
月
23
日
、
洞

爺
湖
消
防
署
洞
爺
分
署
と
洞
爺
湖
消

防
団
第
３
、
４
分
団
が
、
洞
爺
湖
芸

術
館
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
実
施
。

引
き
続
き
４
月
27
日
に
は
、
泉
公
園

団
地
集
会
所
を
出
火
想
定
に
し
、
洞

爺
湖
消
防
署
及
び
温
泉
分
署
と
洞
爺

湖
消
防
団
第
１
・
２
分
団
が
訓
練
を

　

行
い
ま
し
た
。

　

同
訓
練
で
は
、
連
携
の
と
れ
た
放

水
隊
形
や
指
揮
命
令
の
的
確
な
伝
達

な
ど
日
頃
の
訓
練
で
培
っ
た
迅
速
な

消
火
活
動
が
展
開
さ
れ
、
実
践
さ
な

が
ら
の
緊
迫
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。

　

訓
練
終
了
後
の
反
省
会
で
は
、
実

際
の
火
災
現
場
で
の
状
況
判
断
を
身

に
つ
け
る
う
え
で
「
同
様
の
訓
練
は

必
要
で
あ
り
、
継
続
的
に
実
施
し
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
、
参
加
し
た
全
員
が
郷
土
防
災
の

意
識
を
更
に
高
め
ま
し
た
。

　
　

成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
す
べ

　
　

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
報
知

器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
西
胆
振

消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
に
よ
っ
て
、

寝
室
と
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
に
設

置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
義
務

　

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
煙
感
知
器
で

す
。
な
お
、
台
所
に
は
設
置
の
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
が
熱
感
知
器
を
取
付

け
る
と
よ
り
安
全
で
安
心
で
す
。

　

設
置
義
務
対
象
建
物
に
は
、
戸
建

住
宅
、
共
同
住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、

長
屋
住
宅
、
社
宅
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
共
同
住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

は
、
消
防
法
の
規
制
に
よ
り
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
や
自
動
火
災
報
知
設

置
の
感
知
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
る

場
合
は
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
階
段
、

廊
下
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
、
機

械
室
な
ど
の
共
同
部
分
も
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

火
災
報
知
器
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

洞
爺
湖
消
防
署
（
☎
76
‐
2
1
1
9
）

温
泉
分
署
（
☎
73
‐
1
1
1
9
）
洞
爺

分
署（
☎
87
‐
2
1
1
9
）へ

洞

平 住
宅
用
火
災
報
知
器
は

設
置
し
ま
し
た
か
？

●
火
災
件
数　

1
件

●
救
急
件
数　

171
件

■
統
一
標
語

「
消
え
る
ま
で

　
　

ゆ
っ
く
り
火
の
元

            　
　

に
ら
め
っ
子
」

平
成
22
年
1
月
1
日
～

　
　
　
　
　

4
月
30
日
現
在

実践さながらの訓練を行った洞爺湖消防団実践さながらの訓練を行った洞爺湖消防団実践さながらの訓練を行った洞爺湖消防団



残
雪
の
さ
庭
に
角
ぐ
む
水
仙
に

　
　
　
　

又
出
逢
ひ
し
を
至
福
と
な
し
ぬ　
　
　
　
　
　

山　

木　
　
　

孝

ど
の
庭
も
黄
色
の
水
仙
咲
き
満
ち
て

　
　
　
　

こ
の
界
隈
の
五
月
明
る
し　
　
　
　
　
　
　
　

赤　

塚　

瑛　

子

生
き
て
負
ふ
か
な
し
み
あ
れ
ば
形
見
な
る

　
　
　
　

は
は
の
杖
に
て
縋
り
な
つ
か
し
む　
　
　
　
　

大　

西　

芳　

子

な
か
な
か
に
春
は
来
た
ら
ず
い
ら
た
て
ば　

　
　
　
　

か
た
か
ご
一
輪
ひ
そ
と
咲
き
を
り　
　
　
　
　

北　

島　

加　

代

一
年
の
今
日
の
こ
の
季
待
ち
わ
ぶ
る

　
　
　
　

桜
花
爛
漫
い
ま
は
じ
ま
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

太　

田　
　
　

智

噴
火
の
折
疎
開
先
と
な
り
し
隣
町

　
　
　
　

暮
れ
初
む
夕
景
今
も
吾
が
眼
中
に　
　
　
　
　

室　

野　

晃　

慶

わ
た
し
の
う
た

短　

歌

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
五
月
定
例
会
よ
り

風
止
み
ぬ
一
呼
吸
し
て
こ
ぶ
し
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　

那　

須　

伶　

子

四
月
来
て
娘
に
子
別
れ
の
と
き
迎
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

矢　

野　

知　

子

こ
の
星
は
オ
ゾ
ン
吹
き
抜
け
水
温
む　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原　
　
　

勇

霾
や
単
身
赴
任
の
卵
焼
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　

村　

育　

子

　

＊
つ
ち
ふ
る
～
黄
砂
が
ふ
る
こ
と

風
信
子
咲
い
て
こ
の
町
夏
め
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

瓶　
　
　

修

下
萌
や
去
年
の
実
あ
さ
る
濡
鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅　

原　

敏　

子

俳　

句　

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
五
月
定
例
会
よ
り

ひ
と
と
せ

す
が

こ

ぬ
る

つ
ち
ふ
る

し
た
も
え

こ　

ぞ

ぬ
れ
か
ら
す

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
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成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　
　

の
免
除
申
請
を
、
７
月
か
ら
受

付
し
ま
す
。

　

７
月
か
ら
の
免
除
を
希
望
さ
れ
る

方
は
忘
れ
ず
に
役
場
戸
籍
年
金
窓
口

か
温
泉
支
所
窓
口
又
は
洞
爺
総
合
支

所
窓
口
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。（
免
除
期
間
は
７
月
～
翌
年
６

月
ま
で
で
す
。）

　

申
請
免
除
を
し
な
い
で
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
万
が
一
障

害
を
負
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金

の
請
求
が
で
き
な
い
場
合
や
、
65
歳

に
な
っ
た
と
き
の
国
民
年
金
の
請
求

も
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
書
類
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

で
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
１
月
１
日

以
降
洞
爺
湖
町
に
転
入
し
た
方
に
つ

　

い
て
は
、
転
出
市
町
村
で
発
行
さ
れ

る
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

30
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て

　

世
帯
主
の
所
得
が
高
く
、
保
険
料

免
除
の
対
象
に
な
ら
な
い
30
歳
未
満

の
方
に
は
、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」、

ま
た
、
学
生
の
方
に
は「
学
生
納
付
特

例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
の
保
険
料
免
除（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
）は
、
世
帯
主
の
所
得
も
含

め
て
保
険
料
免
除
の
対
象
と
な
る
か

審
査
し
ま
す
が
、「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」
は
本
人
と
配
偶
者
の
み
、
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
は
本
人
の
み
で

判
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

　

例
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
受
け

　

る
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

　
　

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　

住
民
課
戸
籍
年
金
係　

　

☎
74
‐
3
0
0
2
（
直
通
）

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
後
に
受
取

る
国
民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
の

不
足
分
を
補
う
た
め
の
上
乗
せ
年
金

と
し
て
創
設
さ
れ
た
公
的
な
年
金
で

す
。

　

加
入
で
き
る
条
件
は
、
①
20
歳
か

ら
60
歳
未
満
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
て
い
る
方
（
農
業
年
金
加
入
者

を
除
く
）
②
道
内
に
住
民
票
の
あ
る

方
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
と

　

な
り
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
加
入
し
た
と
き
の
掛
金
や
受
取
る

　

年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　

自
分
に
合
わ
せ
た
年
金
設
計
が
で

　

き
ま
す
。

③
保
障
付
き
に
加
入
し
た
方
が
保
証

　

期
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
遺

　

族
の
方
に
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま

　

す
。

＊
詳
細
は
「
北
海
道
国
民
年
金
（
フ

　

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0
‐
65
‐
4

　

1
9
2
）
へ
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

　

い
。

平

住民課戸籍年金係☎74-3002

…そこが知りたい

年金年金
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
…
…

７
月
か
ら
免
除
申
請
を
受
付
し
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

「
国
民
年
金
基
金
」
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〈
一　

般
〉
▽
と
ん
ぼ
の
本
沖
縄
・

琉
球
王
国
ぶ
ら
ぶ
ら
（
お
お
き
ゅ
う

こ
う
・
田
名
真
之
）
▽
オ
ン
エ
ア

上
・
下
（
柳
美
里
）
▽
龍
馬
の
天
命

（
阿
井
景
子
ほ
か
）
▽
ゲ
ゲ
ゲ
の
女

房
（
武
良
布
枝
）
▽
裁
判
お
も
し
ろ

こ
と
ば
（
大
河
原
眞
美
）
▽
日
本
一

わ
か
り
や
す
い
が
ん
の
教
科
書
（
水

上
治
）
▽
日
本
帰
化
植
物
写
真
図
鑑

（
清
水
矩
宏
）

〈
児
童
書
〉
▽
で
あ
え
て
本
当
に
よ

か
っ
た
（
宮
西
達
也
）
▽
あ
な
た
が

生
ま
れ
て
き
た
夜
に
（
ナ
ン
シ
ー
・

テ
イ
ル
マ
ン
／
訳　

内
田
恭
子
）

〈
一　

般
〉
▽
自
白
・
土
門
功
太
郎

（
乃
南
ア
サ
）
▽
ソ
ル
ハ
（
帚
木
蓬

生
）
▽
万
葉
び
と
の
奈
良
（
上
野

誠
）
ガ
ラ
ス
の
巨
塔
（
今
井
彰
）
▽

遍
路
み
ち
（
津
村
節
子
）
▽
唄
の
旅

人
（
和
田
登
）
▽
八
丁
堀
の
火
事

（
佐
伯
泰
英
）
▽
嵐
が
丘
〈
上
・

下
〉
（
Ｅ
／
ブ
ロ
ン
テ
）
▽
ぶ
ら
り

日
本
史
散
策
（
半
藤
利
一
）
▽
捏
造

　

さ
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
遠
山
金
四
郎
（
棚

橋
正
博
）
▽
島
弧
・
マ
グ
マ
・
テ
ク

ト
二
ク
ス
（
高
橋
正
樹
）
▽
明
治
・

大
正
の
日
の
地
震
学
（
金
凡
性
）

〈
児　

童
〉
▽
飼
育
栽
培
図
鑑
、
工

作
図
鑑
、
遊
び
図
鑑
、
料
理
図
鑑
、

生
活
図
鑑
、
園
芸
図
鑑
、
冒
険
図
鑑
、

自
然
図
鑑
（
福
音
館
図
鑑
シ
リ
ー

ズ
）

▽
狂
い
咲
き
正
宗
（
山
本
兼
一
）
▽

自
分
の
感
受
性
く
ら
い
（
茨
木
の
り

子
）
▽
お
う
ち
で
給
食
ご
は
ん
（
北

海
道
新
聞
社
）
▽
コ
ッ
ケ
モ
ー
モ

ー
！
（
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
ダ
ラ
ス
）

▽
た
た
み
の
部
屋
の
写
真
展
（
朝
比

奈
蓉
子
）
▽
ス
テ
ッ
プ
（
重
松　

清
）
▽
新
・
13
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
村
上　

龍
）

●
開
館
時
間

◆
あ
ぶ
た
・
み
ず
う
み
読
書
の

家
／
10
：
00
～
16
：
20
（
毎
木

曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

◆
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

／
平
日
８
：
45
～
17
：
00
・
土
、

日
８
：
45
～
16
：
00
（
正
月
の
み

休
館
）

●
６
月
休
館
日(

あ
ぶ
た･

み
ず
う
み)

10
日
・
17
日
・
24
日
・
７
月
１

日
・
８
日

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

新
刊
案
内

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

　ほんとうに強いものとは、ほんとうに

すばらしいものとは何なのか。一見、乱

暴で強いと見えるものの奥底にあるやさ

しさや思いやり。心に沁みます。幼児か

ら小学生向けです。

テイラノサウルス

シリーズ＜全８巻＞  

著者　西宮達也

　「多くの町民が賢い消費者になる

ように」と、消費生活展をはじめ様

々な活動をしてきましたが、会員の

高齢化と会員の減少などで活動が困

難となり、この度解散することにな

りました。

　関係者や町民の皆さんには長年に

わたりご協力とご指導を頂きました

こと厚くお礼申し上げます。ありが

とうございました。

消費者連絡会の解散

　
　

初
は
気
軽
な
気
持
ち
で
生
活
資

　
　

金
を
借
入
れ
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
そ
の
後
も
生
活
費
が
足
り
な

く
な
る
と
借
入
れ
し
、
そ
の
う
ち
返

済
が
苦
し
く
な
り
、
返
済
の
た
め
の

借
金
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
」。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
を「
多
重
債
務
」

と
い
い
、
借
金
返
済
の
た
め
の
借
金

が
悪
循
環
と
な
り
生
活
が
破
綻
す
る

人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
深
刻
な
多

重
債
務
の
根
源
的
な
要
因
は
、
貸
し

金
業
者
の
高
金
利
な
貸
付
や
返
済
能

力
を
超
え
る
過
剰
融
資
と
い
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
規
制
す
る
法
律
も
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
者
も
借
り
入

れ
前
に
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
、
利

息
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
、
金
利
を

　

比
較
検
討
し
、
慎
重
に
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
多
額
の
債
務
を
抱
え
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
弁
護
士
な
ど
に

相
談
し
て
債
務
整
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

必
ず
解
決
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

借
金
は
、
将
来
の
収
入
を
先
に
使

っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
日
頃
か
ら

将
来
の
生
活
を
考
え
た
買
い
物
の
計

画
や
貯
蓄
を
行
う
な
ど
の
生
活
設
計

能
力
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

※ 

注
意
…
貸
金
業
法
改
正

で
、
上
限
金
利
が
引
き
下
げ

ら
れ
、
貸
金
業
者
か
ら
の
総

借
入
額
が
年
収
の
３
分
の
１

を
超
え
る
借
り
入
れ
は
原
則

禁
止
に
な
り
ま
し
た
。

「
最

今月の1冊



　
　

期
間
閉
館
し
て
い
た
洞
爺
湖
芸
術
館

　
　

が
、
４
月
１
日
か
ら
開
館
し
、
本
格

的
な
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
来
館
者
へ
の
お

も
て
な
し
と
し
て
、
洞
爺
湖
芸
術
館
友
の

会
（
佐
藤
安
弘
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
５

月
９
日
と
27
日
同
館
前
の
花
壇
整
備
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
は
、
８
名
の
参
加
で
、
4
0

0
株
の
パ
ン
ジ
ー
を
植
樹
し
、
同
27
日
に

は
、
12
名
が
参
加
し
て
、
パ
ン
ジ
ー
1
、

3
5
0
株
を
植
込
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
お
迎
え
す
る
準
備
は
整
っ

た
の
で
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
欲
し
い
」

と
今
シ
ー
ズ
ン
の
入
込
み
に
期
待
し
て
い

ま
し
た
。
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ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
恒
例
行
事
に

　
　

な
っ
て
い
る
「
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
洞
爺
湖

2
0
1
0
」
（
洞
爺
湖
温
泉
誕
生
1
0
0

年
記
念
事
業
委
員
会
、
Ｆ
Ｍ
北
海
道
主

催
）
が
、
４
月
28
、
29
日
開
か
れ
、
洞
爺

湖
畔
の
花
の
植
栽
活
動
に
精
を
出
し
ま
し

た
。
当
日
は
札
幌
を
中
心
に
若
者
や
家
族

連
れ
が
約
2
5
0
人
参
加
。

　

わ
か
さ
い
も
本
舗
の
道
路
側
と
湖
畔
側

や
噴
火
記
念
公
園
内
に
あ
る
花
壇
な
ど
、

温
泉
街
６
カ
所
に
パ
ン
ジ
ー
１
万
株
を
約

２
時
間
か
け
て
植
え
ま
し
た
。

　

昼
食
後
に
は
、
ホ
テ
ル
宿
泊
券
や
地
場

産
品
の
セ
ッ
ト
な
ど
が
当
た
る
大
ビ
ン
ゴ

大
会
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　　ウベツ川沿いを歩く河川遊歩道の終点にあり、小川の

　　流れる緑豊な公園です。田園風景が広がるこの地区は、

ブランド化されている財田米の産地です。

　春先には、田んぼの代かき作業で掘り起こされた土の中

から出てくるミミズや虫を狙い、多くの鳥たちが集まり、

バードウォッチングに最適です。天気の良い日には、田ん

ぼに張られた水が、やわらかい太陽の日差しに乱反射され、

きらきら輝く光景は、春の匂いそのものです。

　夏は、小川のせせらぎが、清涼感を際立たせ、秋には、

黄金の色に染まった大地が眼前に広がり、ソウベツ川を産

卵のために遡上するサクラマスの観察は圧巻です。

　夕日が見える渚公園から親水公園までは、遊歩道が整備

されているので、親子でお弁当を手に散歩するのも一見です。

　日常の喧騒を忘れ、ゆったりのんびりするには最適です。

ゴ

ソ

財田親水公園と河川遊歩道

シリーズシリーズシリーズ 町内探訪町内探訪町内探訪

冬

おもてなしで花壇整備 ゴールデンウィークにボランティア

（ 財 団 ）

（ 川 東 ）

洞　爺　湖

原商店

ソ
ウ

ベ
ツ

川

徳浄寺
至壮瞥町

財団親水公園

財団キャンプ場

←洞爺町市街地

駐
車

場

花壇整備に精を出す友の会の皆さん花壇整備に精を出す友の会の皆さん 植栽活動に取組むボランティアの皆さん植栽活動に取組むボランティアの皆さん花壇整備に精を出す友の会の皆さん 植栽活動に取組むボランティアの皆さん

芸術館友の会
パンジー植樹

今年も植栽活動に
250人参加
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黄綬褒章に川人さん

　
　

募
展
と
し
て
国
内
最
大
級
の
第

　
　

55
回
全
日
本
学
生
美
術
展
（
全

日
本
学
生
美
術
会
主
催
）
で
、
大
島

忠
昭
さ
ん
（
洞
第
３
）
が
主
宰
す
る

美
術
教
室
に
通
う
青
葉
智
寛
く
ん

（
洞
爺
小
６
年
）
と
尾
野
寿
馬
く
ん

（
同
）
が
そ
れ
ぞ
れ
特
選
と
佳
作
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

青
葉
く
ん
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
と
車
輪
」

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
切
取
り
方
と
歪
ん

だ
車
輪
が
特
徴
で
、
同
教
室
で
は
14

年
ぶ
り
の
特
選
受
賞
。

　

尾
野
く
ん
の
作
品
「
卓
上
の
花
」
は
、

画
面
構
成
が
し
っ
か
し
て
い
て
、
ガ

ラ
ス
瓶
や
花
瓶
の
タ
ッ
チ
が
力
強
い

作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

大
島
さ
ん
は
「
青
葉
く
ん
は
、
形

の
ゆ
が
み
が
画
面
に
動
き
を
与
え
て

い
る
。
背
景
の
色
使
い
も
変
化
が
あ

る
。
小
野
く
ん
は
が
っ
ち
り
し
た
動

感
が
あ
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
を
評
価
し

ま
し
た
。

　

二
人
と
も
「
来
年
は
、
洞
爺
湖
を

書
い
て
み
た
い
」
と
目
の
前
に
あ
る

大
き
な
素
材
に
挑
む
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。

公

Ｏ
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
タ
」
や

洞
爺
湖
畔
を
手
を
つ
な
い
で
踊
る
「

マ
イ
ム
マ
イ
ム
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

、
外
へ
の
発
信
だ
け
で
な
く
、
地
元

住
民
を
も
巻
き
込
ん
だ
、
継
続
的
な

も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
そ
の
想
い

を
語
り
ま
す
。

　

「
何
年
も
前
か
ら
『
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
そ
う
』
と
言
っ
て
き
ま
し
た

が
、
現
実
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
は
、
だ
れ
も
が
人
任
せ
に

し
て
し
ま
っ
て
、
一
部
の
人
が
や
る

雰
囲
気
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
」
が
原
因
と
言
い
ま
す
。

　

建
設
業
を
営
み
な
が
ら
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
る
の
は
、
「
観
光

を
主
要
産
業
に
し
て
い
る
町
で
、
温

泉
街
の
活
性
化
は
、
単
に
観
光
業
者

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
町
民
一
人

ひ
と
り
の
生
活
に
関
わ
る
問
題
で
は

な
い
か
」
と
そ
の
意
図
を
隠
し
ま
せ

ん
。

　

デ
フ
レ
、
景
気
低
迷
な
ど
観
光
地

と
し
て
は
、
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま

す
が
、
「
い
ろ
ん
な
立
場
の
人
が
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
で
こ
の
誕
生
1

0
0
年
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
っ
て
ほ
し

い
」
と
町
民
皆
さ
ん
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

「

と
う
や
小　

青
葉
く
ん
、
尾
野
く
ん

第
55
回
全
日
本
学
生
美
術
展
で
受
賞

　
　

こ
の
温
泉
誕
生
1
0
0
年
を
機

　
　

会
に
、
温
泉
街
を
大
き
く
変
え

て
い
き
た
い
」
。

　

洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会
の
理
事
と

し
て
、
夏
や
冬
の
お
ま
つ
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
り
、
玄
人
は
だ
し

の
辛
口
な
司
会
ぶ
り
を
長
年
披
露
し

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
や
ジ
オ
パ

ー
ク
加
盟
な
ど
町
を
と
り
ま
く
環
境

の
変
化
を
、
活
性
化
に
直
接
結
び
つ

け
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
記
念
事

業
の
成
功
に
向
け
て
奔
走
し
て
い
ま

す
。

　

6
月
26
、
27
日
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｋ

北島良人さん（51）

温泉8区

洞爺湖温泉誕生洞爺湖温泉誕生
100年事業委員会100年事業委員会
イベント部会長イベント部会長

　2010 年の春の褒章で、西胆

振で一人月浦の川人健一さん

が、黄綬褒章を受章しました。

　業務精励（郵便集配業務）

として、長年一筋で行ってき

たことが認められました。

　川人さんは「22年間で3日し

か休まず郵便物を配ってきま

した。これを励みにこれから

もがん

ばりた

い」と

笑顔で

話して

くれま

した。
受賞した青葉くん（右）と尾野くん受賞した青葉くん（右）と尾野くん受賞した青葉くん（右）と尾野くん
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多
重
債
務

　
　
　

巡
回
相
談
会

花
の
バ
ス
研
修

　
　
　

ツ
ア
ー
開
催
！

健
康
教
育

　
　
　

講
座
開
催

げ
ん
き
館
ぺ
ト
ト
ル

　

臨
時
休
館
に
つ
い
て

寄　
　

付

心
か
ら
お
く
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

故村上十四郎さん
■４月23日死去
■65歳■遺族は
公子さん■大原

故高橋シズ子さん
■４月７日死去
■86歳■遺族は
吉太郎さん■入４区

故髙城千代さん
■４月14日死去
■86歳■遺族は
覚二さん■清水

故加藤貞治さん
■４月18日死去
■88歳■遺族は
ミヱさん■虻7区

故菖浦川邦子さん
■４月６日死去
■79歳■遺族は
忠さん■財田

故小塚一義さん
■４月５日死去
■77歳■遺族は
康子さん■青2区

■
日
時　

７
月
13
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
会
場　

役
場
3
0
3
会
議
室

■
受
付　

前
日
ま
で
に
ご
相
談
予
約

　
　
　
　

の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　

☎
0
1
1
‐
8
0
7
‐
5
1

　
　
　
　

4
4
・
☎
0
1
1
‐
8
0
7

　
　
　
　

‐
5
1
4
5　

午
前
９
時

　
　
　
　

～
午
後
５
時

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

北
海
道
財
務
局
・
洞
爺
湖

　
　
　
　

町

　

今
年
も
バ
ス
で
行
く
「
研
修
ツ
ア

ー
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
参
加
く
だ
さ
い
。

　

恵
庭
市
に
あ
る
銀
河
庭
園
や
苫
小

牧
の
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
と
オ

ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
見
学
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
期　

日　

7
月
14
日（
水
）

■
行　

程　

午
前
7
時
30
分
役
場
出

　
　
　
　
　

発
→
午
前
7
時
40
分
文

　
　
　
　
　

化
セ
ン
タ
ー
出
発
→
恵

　
　
　
　
　

庭
銀
河
庭
園
→
苫
小
牧

　
　
　
　
　

ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー

　
　
　
　
　

ク
→
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

　
　
　
　
　

ン
→
午
後
6
時
洞
爺
湖

　
　
　
　
　

町
着
予
定

※
行
程
の
詳
細
は
後
日
、　

　

参
加
者
に

　

お
知
ら
せ

　

い
た
し
ま

　

す
。　
　
　

■
定　

員　

40
名

■
参
加
料　

3
、
0
0
0
円
（
バ
ス

　
　
　
　
　

代
・
昼
食
代
・
施
設
入

　
　
　
　
　

館
料
含
む
）

■
申
込
み　

６
月
21
日
（
月
）
か
ら
７

　
　
　
　
　

月
７
日
（
水
）
ま
で
（
先

　
　
　
　
　

着
順
）　

観
光
振
興
課
田

　
　
　
　
　

仁（
☎
75
‐
4
4
0
0
）

■
主　

催　

洞
爺
湖
町
花
と
緑
の
町

　
　
　
　
　

づ
く
り
推
進
委
員
会

　

今
年
度
、
第
１
回
目
と
な
る
健
康

教
育
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
薬
局
長
に
よ
る
「
高
血
圧

の
薬
を
飲
み
続
け
る
意
味
」
の
講
演

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
日　
　

時　

７
月
２
日
（
金
）
午
後

　
　
　
　
　
　

２
時
～
３
時

■
場　
　

所　

正
面
玄
関
エ
ン
ト
ラ

　
　
　
　
　
　

ン
ス
ホ
ー
ル

■
講
座
内
容　

①
「
高
血
圧
の
薬
を

　
　
　
　
　
　

飲
み
続
け
る
意
味
～

　
　
　
　
　
　

高
血
圧
の
薬
っ
て
癖

　
　
　
　
　
　

に
な
る
っ
て
本
当
！

　
　
　
　
　
　

？
～
」
薬
局
長　

山

　
　
　
　
　
　

田
達
生
氏

　
　
　
　
　

②
「
高
血
圧
を
予
防
す

　
　
　
　
　

る
為
の
食
事
」
栄
養
士

　
　
　
　
　

渡
辺
向
子
氏

　
　
　
　
　

③
日
常
生
活
の
注
意
点

　
　
　
　
　

看
護
師
主
任　

菊
地
昭

　
　
　
　
　

美
氏

■
問
合
せ　

洞
爺
協
会
病
院　

岩
村

　
　
　
　
　

・
川
南
ま
で　

　
　
　
　
　

☎
0
1
4
2
‐
74
‐
2
5

　
　
　
　
　

5
5

　

西
胆
振
地
域
廃
棄
物
広
域
処
理
施

設
（
メ
ル
ト
タ
ワ
ー
2
1
）
の
定
期

点
検
整
備
に
よ
り
余
熱
供
給
が
受
け

ら
れ
な
い
た
め
、
臨
時
休
館
い
た
し

ま
す
。

■
期　

間　

６
月
26
日
（
土
）
～
７
月

　
　
　
　
　

７
日（
水
）

■
問
合
せ　

げ
ん
き
館
ぺ
ト
ト
ル
☎

　
　
　
　
　

0
1
4
3
‐
59
‐
3
4
4

　
　
　
　
　

3

　

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
消
費
者
連
絡
会
（
岡
村
洋
子
会
長
）

は
１
万
5
1
9
円

◆１等・前後合わせて３  

　億円×33本

◆２等・１億円×99本

◆発売期間　７/７(水)～

　７/30(金）

◆抽選日　８/10日(火）

●この宝くじは通信販売

　で買うこともできます。

●この宝くじの収益金は

　市町村の明るく住みよ

　いまちづくりに使われ

　ます。

●昨年のサマージャンボ

　宝くじ（第566回全国

　自治宝くじ)の時効(平

　成22年８月16日(月)）

　が迫っておりますので

　お忘れなく。

サマージャンボ
宝くじ

（財）北海道市町村振興協会

■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

7 月 1 日（木）18：30 ～ /12 日（月）13：30 ～ 6 日（火）14：30 ～ /16 日（金）18：30 ～1 日（木）19：30 ～ 12日(月)14：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）
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今
月
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

広　　告

第35回洞爺産業まつり中止のお知らせ

国勢調査員

　7 月４日（日）に開催を予定しておりました第 35 回洞爺湖町洞爺産業まつり
の中止が決定しましたのでお知らせを致します。
　宮崎県において４月 20 日に発生が確認された口蹄疫は被害が拡大してい
て、終息の目処が立っていない状況となっています。口蹄疫は、極めて強い感
染力を持っており、正確な感染ルートが解明されていないことから、町内及び
近郊への影響を考慮し、開催を中止することとなりました。

　洞爺産業まつりへのご参加を検討されていた皆様には、大変ご迷惑をお掛
けしますことを深くお詫び申し上げます。

町民交通障害保険の
加入手続きはお済ですか

　町では、町民の皆さんが交通事故に遭い、負傷
や死亡したときのために、安い掛け金と簡単な手
続きで加入できる「町民交通障害保険制度」を実
施しています。
　洞爺湖町に居住（住民登録・外国人登録）して
いる方であればどなたでも加入できます。
　加入者が交通事故により医療機関にかかったと
きは、保険料が支払われます。保険料は、ケガを
して医師の治療を受けた場合は、治療期間に応じ
て５千円～12万円までが支払われます。死亡、ま
たは重度後遺症が生じた場合の保険金の支払いは、
加入１口で100万円、２口では200万円が限度額と
なっています。
　保険料は、１人１口年間360円（途中加入は月割
30円）で１人２口まで加入できます。
申込みは、住民課または洞爺総合支所、洞爺湖温
泉支所の窓口にある加入用紙に記入し、掛け金を
添えて申込みください。
　詳しくは、住民課交通防犯係（☎74-3002）へ

　５月号の広報でお知らせをい

たしましたが、10月に行われる

国勢調査の調査員を引き続き募

集していますので、関

心のある方はご連絡く

ださい。

■問合せ　企画防災課

　担当 小林 ☎74-3004

　６月１日から９月30日まで、

ノーネクタイ・ノー上着で執務

をします。町民皆さんのご理解

をお願いします。

自然ふれあい行事
「四十三山  森の観察会」
今からちょうど100年前……。
火山活動によって誕生した四十三山（明治新山）
噴火によって多くの火口ができました。今はみ
どり豊かなになった100年の森をゆっくり観察し
ながら歩いてみませんか。
■日　　時　平成22年６月19日(土)
　　　　　　９:00集合～12:30解散
※雨天延期、予備日20日(日)
■集　　合　トーヤ温泉ホテル横　公共駐車場
　　　　　（解散場所にもなります）
■講　　師　元林業普及指導員　鈴木　隆さん
■定　　員　25名（申込み順）
■参 加 料　無料
■申込み・問合せ
　洞爺湖自然保護官事務所
　☎0142-73-2600
 （土日祝日休み､８:30～17:15）
※四十三山は登山道を歩きます。
　詳細はお申込み後、別途ご案
　内いたします。

■主　　催　環境省北海道地方環境事務所
　　　　　　(財)自然公園財団昭和新山支部

１調査区～

　　２調査区担当

９月１日～

　　10月31日

39,860円～

　75,220円

　　　程度

調 

査 

員

人数

80名

程度

期　　間 報　酬 備　　考

洞爺湖町洞爺産業まつり実行委員会

NHK BS「ドウ ! エアロビック」の公開録画で元気に踊る参加者NHK BS「ドウ ! エアロビック」の公開録画で元気に踊る参加者NHK BS「ドウ ! エアロビック」の公開録画で元気に踊る参加者

■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

6 月 14日(月)/23日(水)13:30～ 14日(月)14：30～ 23日(水)14：30～ 17日(木)18：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

募集

役場クールビズ6 1月 日
から
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■ホームページアドレス／http://www.town.toyako.hokkaido.jp/

人口と世帯の動き（成22年4月30日現在）　男…4,836人（+10）　女…5,489（+17）　計10,325人（+27）　世帯…5,203世帯（+47）

こ

ん
にちは赤ちゃ

ん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と
成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて、
洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

新垣　華乃ちゃん
（はなの）

加奈さん
３月23日生　入１区

山田　大翔くん
（ひろと）

崇正さん・美香さん
３月３日生　温１区

夏陽さん・ゆう子さん
３月25日生　温８区

出村　悠心くん
（ゆうしん）

牛島　岳陽くん
（がくよう）

将哉さん・絵里さん
３月25日生　虻４区

6月のイベントカレンダー6月のイベントカレンダー6月のイベントカレンダー（6月10日～7月11日）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 7/1 2 3 4

8 9 10 115 6 7

・洞爺地区健康相談
（総）10:00 ～

・献血（虻田地区） ・フッ素塗布（さ）   
13:00 ～

・乳児健診（さ）
13:00 ～受付

・洞爺地区健康相談
（総）10:00 ～　　　
・保育所開放（本）
10:00 ～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00 ～　　　
・保育所開放（本）
10:00 ～

・健康教育講座（協）
14:00 ～　　　　　
・洞爺地区健康相談
（総）10:00 ～　　　
・保育所開放（入）
10:00 ～

・１歳６ヵ月・３歳
児健診（さ）受付
1 歳６ヵ月 12:45 ～
3 歳児 13:00 ～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00 ～　　　
・親子ふれあい遊び
（さ）10:00 ～　

・四十三山観察会
（保）9:00～/･自然に
親しむ集い①（教）
8:45～/･自然ふれあ
い行事（ビ）9:30～

・自然に親しむ集い
②（教）8:30 ～

・サミットの森下刈
りツアー（環）11:00
～
・草木染（財）13:00～

・特定･胃･大腸･前立
腺がん･肝炎･エキノ
コックス検診（愛）
・少年の主張（教）
13:00 ～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00 ～　　　
・保育所開放（本）
10:00 ～

・さ＝健康福祉センターさわやか☎76-4006/・総＝洞爺総合センター☎82-5111/・教＝教育委員会☎74-3010/・環＝環境課☎76-3006/・入＝入江保育所☎76-4317/・本＝本町保育所☎
76-2673/・愛＝洞爺ふれ愛センター☎87-2727/・保＝環境省洞爺自然保護官☎73-2600/・ビ=ビジターセンター☎75-2555/・財＝財田自然体験ハウス☎82-5999/・協＝洞爺協会病院☎74-2555


